
国土交通省

国総研

0

国土技術政策総合研究所
河川研究部 水防災システム研究官

吉田 邦伸

気候変動に向けた
「流域内の洪水危険度見える化」の取り組み
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国総研本日ご紹介する内容

1

１．「流域治水」の進捗状況について

２．国総研の取組 ～流域内の洪水危険度の見える化～

３．河川内の洪水予測システム 「水害リスクライン」

４．流域内の洪水危険度見える化 「水害リスクマップ」

５．流域内の活動支援 「水防活動支援情報共有システム」

６．さらなる高度化を目指して 「流域治水デジタルテストベッド」

（参考）分科会でご紹介する内容について
分科会３ ： ＧＩとしての緑の機能評価手法及び整備・管理手法に関する研究等
分科会６ ： 3D都市モデルを利用した都市シミュレーション
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１．「流域治水」の進捗状況について
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国総研１．「流域治水」の進捗状況について
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3

国土交通省HP https://www.mlit.go.jp/river/basic_info/yosan/gaiyou/yosan/r06/R6gaisan.pdf P2から抜粋・加筆

https://www.mlit.go.jp/river/basic_info/yosan/gaiyou/yosan/r06/R6gaisan.pdf
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国総研流域治水施策集 Ver2.0（令和５年３月公表）
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国土交通省では、今後の気候変動による水災害リスクの更なる増大が予測されている中で、
水害の激甚化・頻発化に対応するための「流域治水」の取組について、
関係者の協働を促すための「流域治水施策集」を作成しました。
Ver2.0では、河川及び流域における水害対策について、Ver1.0（令和４年12月）の内容に加
え、山地や海岸における対策等の追加、コラムの充実等を行ったものです。
今後、継続的に更新や内容の充実等を図っていく予定です。

国土交通省HP https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/kasen/gaiyou/panf/sesaku/index.html から抜粋

https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/kasen/gaiyou/panf/sesaku/index.html
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２．国総研の取組

～洪水予測・評価技術の研究開発～
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土地のリスク情報の充実
[国・県]
水害リスク情報の空白地帯解消、
多段型水害リスク情報を発信
避難体制を強化する
[国・県・市]
長期予測の技術開発、
リアルタイム浸水・決壊把握
経済被害の最小化
[企業、住民]
工場や建築物の浸水対策、
BCPの策定
住まい方の工夫
[企業、住民]
不動産取引時の水害リスク情報
提供、金融商品を通じた浸水対
策の促進
被災自治体の支援体制充実
[国・企業]
官民連携によるTEC-FORCEの
体制強化
氾濫水を早く排除する
[国・県・市等]
排水門等の整備、排水強化

6

集水域

河川区域

氾濫域

水災害の頻発・激甚化を踏まえ、多様な関係者が協働し流域全体で水災害を軽減させる「流域治水」を推進。
→広大な流域で流域治水を進めるには、多様な関係者間で合意形成や防災体制を構築する必要。
→多様な関係者間で合意形成を図るには、水災害リスクや対策効果を分かりやすく「見える化」することが必要。
→多様な関係者により事前の防災体制を構築するには、「予測情報」を有効に活用していくことが必要。

集水域

流水の貯留
[国・県・市・利水者]
治水ダムの建設・再生、
利水ダム等において貯留水を
事前に放流し洪水調節に活用

[国・県・市]
土地利用と一体となった遊水
機能の向上

持続可能な河道の流下能力の
維持・向上
[国・県・市]
河床掘削、引堤、砂防堰堤、
雨水排水施設等の整備

氾濫水を減らす
[国・県]
「粘り強い堤防」を目指した
堤防強化等

雨水貯留機能の拡大
[県・市、企業、住民]
雨水貯留浸透施設の整備、
ため池等の治水利用

浸水範囲を減らす
[国・県・市]
二線堤の整備、
自然堤防の保全

リスクの低いエリアへ誘導／
住まい方の工夫

[県・市、企業、住民]
土地利用規制、誘導、移転促進、
不動産取引時の水害リスク情報提供、
金融による誘導の検討

河川区域

県 ：都道府県
市 ：市町村
[ ]：想定される対策実施主体

氾濫域 氾濫域

②被害対象を減少させるための対策①氾濫をできるだけ防ぐ
・減らすための対策

③被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

国土交通省HP： https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/pdf/01_kangaekata.pdf P.8に加筆

２．国総研の取組 ～流域内の洪水危険度の見える化～



国土交通省

国総研２.国総研の取組 ～流域内の洪水危険度の見える化～
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「市町村や住民に災害発生に関する切迫度
が上昇していく状況が効果的に伝わるよう、
（中略）切迫度等を分かりやすく伝える仕組
みを整備すること」
「氾濫の切迫度をリアルタイムで伝えることがで
きるような水位情報提供システム等の開発を
進めること」

平成27年9月関東・東北豪雨

国土交通省関東地方整備局HPより引用・加筆
逃げ遅れ等で、約4,300人が救助

社会資本整備審議会答申 (平成27年）

社会資本整備審議会答申 (平成30年)

「洪水予報の高度化」
「洪水予測や水位情報の提供の強化」

国総研 「洪水危険度見える化プロジェクト」

・河川砂防技術研究開発公募「洪水予測技術の研究開発」 （平成25～26年)
 ・SIP(戦略的ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創造ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)第1期 (平成26～30年）
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３．河川内の洪水予測システム

「水害リスクライン」
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水位予測から左右
岸別に洪水危険度
を色分け表示

水害リスクライン(令和元年～)

水位情報の表示

【水位予測の高精度化のための導入技術】
 ・粒子フィルタ(予測モデルを観測値に同化させる技術）
 ・カスケード同化（計算量を縮減する技術）
 ・流出解析（土研分布モデル）＋一次元不定流

水害リスクライン実装以前は、水位観測所の
「点情報」としての実況、予測水位の情報を
提供。

点情報（3時間先までのポイント水位予測）

過
去

線情報（6時間先までの縦断水位予測）

現
在

３．河川内の洪水予測システム 「水害リスクライン(Ver.1.0)」
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※危険度はイメージ

水害リスクライン 気象庁キキクルとの一体的配信

自治体・住民が
それぞれの詳細なリスク情報を
洪水キキクルページ（気象庁HP）

でワンストップで確認可能に

「国管理河川の洪水の危険度分布※」
（水害リスクライン）

※大河川のきめ細かな越水・溢水の危険度を伝える

「洪水警報の危険度分布※ 」
（洪水キキクル）

※中小河川の洪水危険度を伝える

国管理河川の詳細
な予測情報は水害
リスクラインで提供。

10



国土交通省

国総研水害リスクライン（Ver.2.0）（開発中）について
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【新技術導入その１】
単一の予測値としては、6時間先→36時間先へ。
一部河川は気象庁アンサンブル降雨予測等を
活用し、将来の不確実性を「水位予測の幅」
として示す形で 81時間先の洪水予測を実現。

線情報(81時間先までの縦断水位予測）

※氾濫による河川流量の変化を考慮
できない （いわゆる「壁立て計算」）

※氾濫による河川流量の
変化を考慮可能

【現在】 【新技術導入後】

【新技術導入その２】
新たな流出解析手法（Ver.1.0：土研式分布モデル⇒

Ver.2.0：RRI（降雨-流出-氾濫解析)モデル）の導入等により、山地等での河川の
氾濫を考慮することを可能とし、河川水位予測の精度を向上。
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４．流域内の洪水危険度見える化

「水害リスクマップ」
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国や都道府県では、これまで水防法に基づき住民等の迅速かつ円滑な避難に活用す
る水害リスク情報として、想定最大規模降雨を対象とした「洪水浸水想定区域図」を作成
し公表してきました。

国土交通省では、これに加えて、土地利用や住まい方の工夫、水災害リスクを踏まえ
た防災まちづくりの検討及び企業の立地選択など、流域治水の取り組みを推進するため、
比較的発生頻度が高い降雨規模も含めた複数の降雨規模毎に作成した浸水想定図
（「多段階の浸水想定図」）と、それらを重ね合わせて、浸水範囲と浸水頻度の関係を図
示した「水害リスクマップ」を作成・公表することとしました。

４．流域内の洪水危険度見える化 「水害リスクマップ」

【多段階の浸水想定図】

想定最大規模に加え、高頻度から中頻度で発
生する降雨規模毎（1/10、1/30、1/50、1/100、河
川整備の計画規模（1/150又は1/200））に作成し
た浸水想定図。

【水害リスクマップ】

多段階の浸水想定図を用いて、降雨規模毎の
浸水範囲を浸水深毎（0.0m以上、0.5m以上（床
上浸水）、3.0m以上（１階居室浸水））に重ね合

わせて作成した図面。

1/100
1/50

1/30
1/10

1/150
又は

1/200

凡 例

高頻度 （1/10）
中高頻度 （1/30）
中頻度 （1/50）
中低頻度 （1/100）
想定最大規模

浸水深50cm（床上浸水相当）以上
の浸水が想定される範囲を表示 13
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洪水浸水想定区域図 水害リスクマップ
（浸水頻度図）

表す情報 浸水範囲、浸水深 （ｍ） 浸水範囲、浸水頻度 （○○年に１度程度）

主な用途 避難行動 防災まちづくり、企業立地選択等

降雨条件 想定される最大規模の降雨 発生頻度の異なる降雨

河道の時点 現在 現在及び河川整備後

「洪水浸水想定区域図」と「水害リスクマップ」の違い

凡 例

高頻度 （1/10）
中高頻度 （1/30）
中頻度 （1/50）
中低頻度 （1/100）
低頻度 （1/150）
想定最大規模

凡 例

0.5m未満の区域

0.5m～3.0m未満の区域

3.0m～5.0m未満の区域

5.0m～10.0m未満の区域

10.0m～20.0m未満の区域

14

浸水深●ｍになる
頻度が高頻度(1/10)

浸水深●ｍになる
頻度が中低頻度(1/100)

想定最大規模の洪水時の
浸水深は10.0m～20.0m未満
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水害リスクマップの凡例

内水氾濫浸水解析対象範囲

高頻度（1/10）

中高頻度（1/30）

中頻度（1/50）

中低頻度（1/100）

低頻度（1/150又は1/200）

想定最大規模

内外水統合型水害リスクマップ ～例：地点毎の浸水頻度～

○従来の洪水浸水想定区域図は、大規模洪水時の浸水深等を、河川毎に表示｡

国土交通省
国土技術政策総合研究所

本川氾濫の
浸水想定区域図
(想定最大規模降雨時の
 浸水深)

支川氾濫の
浸水想定図
(想定最大規模降雨時の
 浸水深)

本川氾濫の
水害リスクマップ
(浸水深●ｍ以上の浸水頻度)

支川･内水氾濫統合の
水害リスクマップ
(浸水深●ｍ以上の浸水頻度)

重
ね
合
わ
せ

内外水統合型
水害リスクマップ
(浸水深●ｍ以上の浸水頻度)

○従来の洪水浸水想定区域図は、大規模洪水時の浸水深等を、河川毎に表示｡

■水害リスクマップは、浸水深毎に浸水頻度を表示｡
(多段階の浸水想定図は、大～小規模(低～高頻度)の浸水深を表示｡)

○従来の洪水浸水想定区域図は、大規模洪水時の浸水深等を、河川毎に表示｡

■水害リスクマップは、浸水深毎に浸水頻度を表示｡
(多段階の浸水想定図は、大～小規模(低～高頻度)の浸水深を表示｡)

■内外水統合型リスクマップは、地点毎の浸水頻度を表示｡(河川毎ではなく)

→中～高頻度の被害を軽減する減災対策(防災まちづくり､田んぼダム等)の検討への活用に期待｡

15
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５．流域内の活動支援

「水防活動支援情報共有システム」
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５．流域内の活動支援 「水防活動支援情報共有システム」
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○「水防活動支援情報共有システム」の開発
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ウェブブラウザで使える情報集約・共有ツール

写真：小貝川での水防活動の様子(国土交通省HPより)、石川県能美市におけるシステム利用訓練の様子

現場
水防活動支援

情報共有システム
自治体

（水防管理者）

市役所
防災対策課

市役所職員

消防署員

巡視員
消防本部

行政機関

情報

堤防変状

浸水情報

河川水位

通行止中

避難誘導中

浸水推定

団員の位置

避難誘導
優先地区

情報

団長

団員

分団長

水防
団 河川事務所

(河川管理者)

自治体・河川管理者も閲覧可能

情報

情報
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○「水防活動支援情報共有システム」の開発



国土交通省

国総研

21

６．さらなる高度化を目指して

「流域治水デジタルテストベッド」
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実績降雨

予測降雨・気候変動予測データ

河川対策

流域対策 土地利用情報
地質・土壌

3次元地形データ

６．さらなる高度化を目指して 「流域治水デジタルテストベッド」の開発

22

○気候変動による水災害の頻発・激甚化への備えとして、国として必要な流域治水立案技術及び
洪水予測技術の開発を加速するため、サイバー空間に流域を再現（デジタルツイン）し、サイバー
空間上の実証実験基盤（デジタルテストベッド）として運用する。
○本基盤整備によりｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを加速させ、より早期の流域防災技術の開発・実装を目指す。

オープン化された流域・気象関連の各種データで流域デジタルツインの実証実験基盤を整備・運用。
1)流域治水の対策効果の｢見える化｣技術 や、
2)「次世代の洪水予測技術」等の開発を促進。

流域関連データ（３次元地形データ等）
気象データ（降雨、気候変動予測等）
で流域のデジタルツインを作成

1)流域治水の対策効果の「見える化」技術
2)「次世代型の洪水予測技術」

を実現！

＜目 的＞
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水災害リスクを踏まえた防災まちづくり（リスクの見える化）

（出典）国土交通省「水災害リスクを踏まえた防災まちづくりのガイドライン」（令和3年5月）

流域治水の対策効果の｢見える化｣技術の開発
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中津市立沖代小学校児童クラブでの説明（R5.6.30) 左記説明で用いたデジタルテストベッド３次元ビューア

山国川水系流域治水協議会（R5.5.24) 左記協議会で用いたデジタルテストベッドのデモ動画

流域治水デジタルテストベッドは、令和７年度運用開始に向けて、現在整備手法を開発中。なお、開発
した一部機能については、モデル水系（山国川）にて試行し、得られた意見は整備の参考としている。

【参考動画】 ・国総研youtubeチャンネル： https://www.youtube.com/watch?v=GUgVrWveRhs
 ・NHK大分News web： https://www3.nhk.or.jp/lnews/oita/20230928/5070016937.html

流域治水デジタルテストベッド（一部機能の試行）

https://www.youtube.com/watch?v=GUgVrWveRhs
https://www3.nhk.or.jp/lnews/oita/20230928/5070016937.html
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（参考）分科会でご紹介する内容について

分科会３ ： ＧＩとしての緑の機能評価手法
及び整備・管理手法に関する研究等

 分科会６ ： 3D都市モデルを利用した都市シミュレーション



機能評価

社会資本整備、土地利用等のハード・ソフト両面において、
自然環境が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力あ
る国土づくりや地域づくりを進めるもの（国土形成計画）
としてグリーンインフラ（以後GI）導入への期待が高まる。

評
価
結
果
の

点
数
化

各
機
能
の
定
量
評
価

総合評価

〇総合評価手法開発の流れ

①GIが有する機能（効果）を整理した上で、それぞ
れの機能を定量・定性的に評価できる手法を整理

②各機能の定量評価及び可視化を試行中

③評価結果の点数化及び

総合評価手法を試行中

GIの機能評価で、より機能の高いGIを導入、その性能を
維持し、「都市防災・減災、安全・安心なまちづくり」
「環境共生社会、持続可能なまちづくり」「都市の魅力向
上」などを実現、国内に適応可能な指標の提示。

（分科会③ NbSと気候変動）

グリーンインフラの機能（効果）

環境

共生

社会

1 ヒートアイランド現象対策

2 温室効果ガス吸収

3 都市における生物多様性の確保

4 大気浄化

5 水質浄化

6 地下水涵養

7 環境教育、自然とのふれあいの場

8 再生可能エネルギーの活用

安全・

安心

9 都市水害の軽減

10 津波被害の軽減

11 大規模火災発生時の延焼防止

12 避難地・復旧活動拠点・帰宅困難者支援

13 災害伝承・防災教育の場

健康・

福祉

14 緑の景観形成によるストレス軽減、森林セラピー

15 子どもの遊び場・子育支援

16 散歩、健康運動の場、介護予防

地域コ

ミュニティ

醸成

17 コミュニティ（ソーシャルキャピタルの醸成）

18 人の集う場、地域の活動の場

19 地域の自然観・郷土愛の醸成

経済・

活力維持

20 良好な環境・景観形成による不動産価値の向上

21 良好な環境・景観形成による都市の魅力競争力向上

22 都市農業の振興

23 観光振興

主な機能の整理

(参考)グリーンインフラとしての緑の機能評価手法及び整備・管理手法に関する研究等
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国土交通省

国総研

街路樹の「風の道」への影響などが
シミュレーションで分析可能に

国土交通省は、PLATEAUで全国
の建物や地形などの３Dデータを
公開

様々な都市シミュレーションに利用
可能

樹木も点群データから３Ⅾデータ化

27

(参考) ３Ｄ都市モデルを利用した都市シミュレーション
（分科会６ （暑熱、健康、都市））
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